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付－ 14　小湾発電所（中国側の説明）

小湾発電所を建設する必要性及び小湾発電所の建設に伴う下流メコン川への影響

（計画の背景）

小湾発電所は、メコン川上流瀾滄江の中流域に位置し、南澗県と鳳慶県の境にある。発電所は

4200MW の発電機をそなえる見込みで、つくられた電気は、主に雲南省と広東省に供給される。

ア）改革開放政策により、雲南省は急速な経済発展を遂げ、それに伴い電力需要も大幅に増大し

た。2015年には10,600MWに達する見込みである。このため、絶えず新しい中核となる発電

所を造っていく必要がある。

イ）広東省は中国のなかで最も経済発展の速い省の一つであり、エネルギー需要も大きい。しかし

広東省のエネルギー資源は比較的乏しく、省内の水力発電資源も大部分が既に開発され、石炭

の埋蔵量と生産量も多くなく、原子力発電はコストが高すぎる。エネルギー不足を解決するた

め、広東省は現在の雲南－広東電力網において、雲南の電気を広東に送らせることで協力を拡

大し、雲南と共同で小湾水力発電所等の電源を開発している。小湾ができると、広東に

2,500MWの電力と110～125億kWhの電力量を送ることができ、広東の経済発展を促進させる

ものである。

ウ）雲南の瀾滄江流域には、納西族・白族・イ族・タイ族・苗族・ワ族など18の少数民族が住み、

人口は約47万人で、当該地区の48%を占める。全体的にみると、瀾滄江流域は後進的な農業

地域である。経済発展が遅れ、農村のエネルギー源は薪が中心で、森林を過度に伐採したた

め、資源は急速に枯渇し泥流などの自然災害を引き起こしている。この地域の資源は豊富なも

のの、人々の暮らしは貧しい。小湾発電所のある南澗県は典型的な貧困県であり、1989年の

一人当り国民収入は403元に過ぎず、小湾発電所の建設によって同地区の経済が発展し、人民

の生活が大きく改善される。

（小湾水力発電所開発に伴う下流域メコン川への影響：中国側の見解）

ア）小湾水力発電所は巨大なダムにより、調節機能をもち、下流域に多くの好影響を与えるであろ

う。

小湾発電所は、メコン川の河口から約3,000km離れており、小湾を流れる水量はメコン川河口

の水量の7.6% に過ぎない。小湾発電所の開発がメコン川中下流域の水量に与える影響は小さ

く、無視できるものである。

イ）小湾発電所の調節作用により、ラオス北部メコン川上流域の4つの水力発電所の出力は81万

kW に増加し、電気量は23 億kWhとなる。

ウ）現在雲南の南阿河口（62号国境）からラオスのホイシャイまでの約300kmは今だに自然の河

道で水量の多い時期に限って航行できる。小湾発電所ができれば、河道の渇水期の流量が、

275m3/secから968m3/secに増加し、渇水期の水位が上がり、通行の条件が改善され、航行能力

と貨物輸送量が増加する。小湾ダムには50万m3の死水位容量があり、土砂がダム内にたまり、

下流の河道に土砂が堆積するのを軽減し、航行にも有利となる。
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エ）渇水期の流量増加により、下流の水位が上がり下流の灌漑や水供給にとって有利となり、供給

量も増加する。更に、河口付近のデルタ地区の海水の逆流を減らし、土壌の塩害も軽減できる。

オ）小湾発電所の建設により、流域付近の広大な地域に充分なエネルギーを供給でき、森林の伐採

を減らすことができる。雲南省政府はこの地区に大量の森林を行う資金を配分しようとしてお

り、これは同地区の生態環境を改善し、泥流の災害を防止するのに都合がいい。加えてダムの

自浄作用によって下流の水質を改善することができる。ダムはまた洪水を防ぐ効果もある。

カ）既に瀾滄江の漫湾水力発電所（125万kW）の発電は開始されており、下流側の大朝山水力発

電所は着工したところである。これら2つの発電所は不完全な季節調節ダムをもっている。小

湾発電所はこの 2 つの発電所の上流にある。瀾滄江中下流域の河の状況を慎重に考慮した結

果、漫湾と大朝山発電所が小湾に先行して造られ、小湾の建設中に流れをせき止め、水を溜め

ても下流では水量が突然減少するなどの心配をしなくても済むのである。

追記：

（下流側流況観測体制強化の必要性：MRC 事務局の期待）

　このような上流側の大ダム建設および発電による放流は下流側に水量、水質送流土砂等に多大の

影響を与え、河川生態学上の課題が生じよう。中国側のメコン川委員会への早期加盟と共に情報の

公開が期待される。
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